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地域経済の活性化を目指し、社会貢献をしています。

URL   h t t p : / / w w w . c l u s t e r . j p /

　昨年秋のリーマンショックに端を発した、世界的な
金融危機は、県民生活や中小企業の経営に深刻な影響
を及ぼしています。県では、こうした厳しい経済状況
に対応するため、昨年来「中小企業支援対策」や「雇
用対策」の充実に努めてまいりました。
　このほど、総額２兆６千億円に及ぶ平成 21 年度当
初予算を編成しましたので、この中から、商工労働部
関係予算の概要をご紹介するとともに、本年４月１日
に施行した「神奈川県中小企業活性化推進条例」の概
要についてご紹介します。
　神奈川の力を結集し「安心と活力の神奈川」を実現
するため、地域経済を下支えする経済対策、雇用対策
など喫緊の課題に全力で取り組むことを目指して、平
成 21 年度予算編成を行いました。商工労働部関係予
算は、総額約 392 億円、前年度比で 126.8％と増加
しております。
　主な中小企業支援対策についてご紹介します。
　資金繰りなど中小企業の経営面の支援として、中小
企業制度融資の制度内容を見直し、緊急融資の実施や
融資利率の引き下げ、融資条件の緩和など、より利用
しやすい制度に改善しています。このほか、商店街等
の活性化支援、「観光立県かながわ」を目指した取組
等を盛り込んだ予算としています。
　また、中長期的に中小企業振興を進めるため「神奈
川県中小企業活性化推進条例」を昨年 10 月に制定し、

本年４月から施行しまし
た。
　条例の特色は次の５点
です。
①かながわの優位性を生
かして、行政、企業、団体、
大学、県民が連携、協働
して中小企業振興を促進
する。②中小企業が地域とともに発展していくことが
できるよう、中小企業の社会貢献等の取組を推進する。
③経営規模を勘案して中小企業振興施策を推進する。
④中小企業振興施策を検証するＰＤＣＡサイクルを構
築する。⑤毎年２月を中小企業活性化推進月間として、
中小企業支援を集中的に展開する。
　現在、県では、こうした考え方をもとにして、中小
企業振興施策の総合的な推進を図るため「中小企業活
性化推進計画」の策定を進めています。県内事業所数
の約 99％を占める中小企業は地域経済の主役です。
　今後も、中小企業が生き生きと活躍できる神奈川の
実現をめざして、中小企業振興に取り組んでまいりま
す。
　産業クラスター研究会の皆様におかれましても、地
域経済の活性化に向け、中小企業振興にご尽力賜るこ
とを期待しております。

　　　神奈川県の経済対策の推進について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県商工労働部長　小林　賢
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平成 21 年度事業計画に対する私の提案

４�２

理事長　　古川　弘康

わが 国 の 経 済 は、 昨 年 10 月 〜 12 月 期 に 年 率
12.7%のマイナス成長に陥ったといわれていま

す。これは世界経済の悪化による輸出の落ち込みに加
え、設備投資・個人消費も減少し、負の連鎖が国内に
及んできたことを示しています。しかし、未だに世界
経済に底打ち感が見えてこないことを考えれば、わが
国の経済は当分低迷すると見なければなりません。こ
のような状況は地域経済にも及んできているため、当
研究会としては地域経済の実状把握に努め、その結果
に基づいて経済活性化に繋がる活動を平成 21 年度事
業計画に盛り込むことにしています。
　この会報誌 4 号は総会前の発行となるので、まず
は平成 21 年度の事業計画私案を掲載します。ご意見
ご要望をお寄せください。総会にて検討させて頂き、
本年度の活動に反映させて行きたいと思います。

1．運営関係
１）　活動地域の拡大
　顧客からの要求が益ます難しくなってきている中小
製造業の対応策として、新たに他企業との協力関係の
必要が生じています。そこで当研究会は活動地域を今
までの横浜や横須賀の近隣地域にも拡大して企業間の
協力関係構築の支援を効率的に行えるように考えてい
ます。
２）　支援企業の拡大
　今まで支援対象は法人会員企業に限定していました
が、上記に関連して今後は会員外の一般企業にも支援
を拡大することに致します。
３）　個人会員の増強
　活動地域や支援企業の拡大に伴って活動を担う個人
会員を増強しなければなりません。しかし、今までの
口コミによる募集方法では成果が期待できないので、
新たな方策を検討することに致します。
４）　他団体との関係強化
　当研究会と類似の活動を行っている団体、ことに
NPO とは協力関係を深めて、相乗効果が期待できる
事業運営を図るように致します。
５）　法人会員の参画機会の向上
　法人会員は企業経営者でもあるため当研究会の各種
会議への出席が難しく、結果として意見が運営に十分

反映されていません。そこで法人会員優先の運営委員
会に改善し、個人会員との一層の連携を図ります。
６）　経費の節減
　現在の財務状況において経費が大きな負担となって
います。そこで経費節減のため 21 年度から YRP 事
務所の借り換えと駐車場の解約を行います。
７）補助金事業への積極的な応募
　地域経済活性化への活動については、国 ･ 県 ･ 政令
市で補助金制度を設けていますので、積極的に応募し
て関係機関との交流を拓く契機にしたいと思います。
８）　業務委託の受諾
　行政及び関係機関に当研究会の中小企業支援活動が
知られるようになってきたので、今後はこれらの関係
機関からの業務委託を受けてより一層充実した活動を
目指します。

２．事業関係
１）　従来からの継続支援事業
　①中小企業の支援
　②海外関連業務支援
　③ホームページの作成 ･ 維持管理支援
　④住宅リフォーム目付け役事業
２）　産学連携 コーディネーション
　当研究会が支援対象としている中小企業及び中小製
造業が取り組むさまざまな課題について、研究的なウ
エイトの高い課題については、大学の産学連携プロジ
ェクトへ繋ぐ役割を担います。また、実務的な課題に
ついては 神奈川県産業技術センターへ繋ぐように致
します。
３）　横浜関係事業
　平成 19 年度から横浜市との３カ年の協働事業とし
て「京浜工業地帯と地方の中小製造業の補完関係構築
支援事業」を始めました。加えて最近では「中小製造
業の仕事の確保」を重点課題として活動しています。
最終年度にあたる本年も引き続きこれらの課題に取り
組みさらなる成果へつなげて行きたいと考えます。
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❖❖❖❖事務局からのお知らせ❖❖❖❖

部 会 活 動 紹 介

★★★住宅リフォーム事業部会★★★

★★★横 浜 事 業 部 会★★★

★★★海 外 関 連 事 　
　　　業 部 会★★★

　当部会の翻訳関係は 400 字詰め原稿用紙換算で年
間約 350 枚。内容は技術文書・図面・取扱い説明書
等の翻訳が約 80%でした。それ以外にもホームペー
ジ、CAD 図面、請求書・見積書、ビジネスメール、
Fax、会議用（プレゼンテーション用を含む）資料、
Web 会社案内等を含め日常業務の連絡文書類の 24 時
間内翻訳等も実施しました。
＊原稿の種類・内容によらずどんな細かい案件でも対
応可能ですので是非皆様の活用をお待ちしています。

★★★企 業 支 援 事 業 部 会★★★

　住宅リフォーム部会は、個人が住宅リフォームに踏
み切る際に、施主に代わって不正が行われないように
監理を担当する業務（目付け役業務）を統括管理して
います。この目付け役業務は一人暮らしの在宅高齢者
が増えていく中で、ますます必要と思われるので、当
研究会としては、地域を拡大して推進形態を見直しま
す。

　当研究会と横浜市との協働事業「京浜工業地帯と地
方の中小製造業の補完関係構築支援事業」 を 始 め
てから 1 年余りが経過しました。この間、
会員の皆さまからは多数の事業課題をい
ただき一緒に解決にありました。先月、
その活動の報告を兼ねて横浜市経済観
光局経済企画課による「横浜市中小企
業支援策」の紹介と情報交換会を実施
いたしました。このような経済情勢の
中、さまざまの情報を交換し合い　会
員の皆さまのお役に立つことがあっ
たのではないかと思っています。未
曾有の経済危機の中、中小製造業の
皆さまは生き残りをかけて、日夜、
大変ご苦労をされております。横
浜と地方の中小製造業を結ぶこの
事業が益々必要になっていると実
感しています。
　今年度は取引機会の場の提供や企業交流会を計画
し、更なる活動の深耕に務めていきます。

　最近の支援活動成果として、法人会員 A 社の ISO 
9001 認証取得があります。昨年後半より週一回、社

員数名を対象に基礎から教育を実施し、本
年３月に認証を取得し
ま し た。 さ ら に、ISO 
27001 の認証取得に向け

支援活動を継続していま
す。また、法人会員 B 社
の依頼で新規協力会社の候

補の調査を行い、インター
ネット検索や人脈を活用し
て関西方面の協力会社を探

し出しました。現在、B 社の
主要な機械部品の発注が開始
されています。

◉平成 21 年度定期総会のお知らせ
　日時＝５月 28 日（木）　午後 4 ：00 〜 ６：00　場所＝横須賀産業交流プラザ第１研修室
　その後、懇親会＝６：00 〜 8：00　サロン室

◉ YRP 事務所が、218 号から同階 209 号に部屋替えしました。少し手狭になりますが、経費節減のためです。
同じ階ですから、今までと同様お気軽にお越し下さい。
◉編集から訂正とお詫び
前号までの奥付、横須賀 YRP 事務所の字名の標記に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
正しくは『光の丘』です。「光が丘は誤り」
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◆クラスターとは、ぶどうの房や羊の群れを意味します。米国の経済学者マイケル・ポーター氏が著書『経済戦略』
の中で異業種間のネットワークを構成している状況を意味するものとして『産業クラスター』という言葉を使ってい
ます。私たちは地域経済活性化への貢献を目指して、2003 年８月に産業クラスター研究会を設立しました。

法 人 会 員 紹 介 株式会社  芝技研

　昭和 55 年 7 月、現社長の福島　洋一がガラスなど
の硬脆材料を加工する機械装置の開発販売会社を立ち
上げました。しかし創業当初、事業は順調とはいえ
ず、開発費が大きな負担となって、倒産寸前の危機に
も陥りました。昭和 64 年、大手メーカーからシリコ
ン部材の加工を請け負うことができ、それまでに蓄積
してきた技術を生かして「反力検知システム」を開発
し、小径孔加工を可能として経営的に大きな転機を迎
えることができました。「反力検知システム」とは加
工中の工具の反力を読むことで、事故発生前に機械が
工具の劣化等の不具合を判断し、新工具に自動交換す
るシステムです。硬脆材料の精密加工において、ダイ
ヤツールの切れ味の劣化や目詰りが被加工物にしばし
ば決定的なダメージをもたらします。このため従来の
方法では、ツールの本来の寿命時間よりも短い時間に
設定したり、目詰り防止のため、頻繁に目立て作業を
行って不良品の発生を防ぐ対策をとるなど、作業者は
機械に付きっ切りになっていました。特に素材が高価
なもの、加工工程が長く加工に長時間を必要とするも
のについては、こうした対応が頻繁に行われるため、
加工能率の低下が避けられませんでした。当該技術の
完成によりダイヤツールの本来持つ能力を最大限に生
かし、加工速度が向上し、連続自動運転を実現できま
した。
　この「反力検知システム」は平成 14 年 12 月に神
奈川県中小企業センターより、ビジネス可能性「A 評
価」を受けました。これを機に神奈川県や横須賀市等
公的な機関からの助成を受けることが可能となり、そ
の後の会社運営に大きな自信を得ることができまし
た。

　平成 17 年 1 月には横須賀工場が「神奈川県中小企
業優良工場」として表彰されました。そして今日の「久
里浜テクノパーク工場」は横須賀市経済部産業政策課
から「久里浜テクノパーク」進出のお誘いをいただき、
神奈川県の「インベスト神奈川」という制度の利用も
受けることが出来て、平成 18 年 6 月に「久里浜テク
ノパーク工場」が増設できました。
　当社の特色は需要が増大するガラス・シリコン等の
加工装置と受託加工に特化しています。加工装置開発
販売においては、加工技術の蓄積を活用して効率の良
い装置開発を行っています。受託加工においては、機
械技術を生かし、自社製装の置開発により、高品質、
低コストで対応が可能となっています。小規模であっ
ても、ある限定された分野で自他共に認める競争力と
主導権を確立している中小企業のみが生き残れるもの
と確信しています。「少数精鋭で小さな巨人になる」
を会社の社是に掲げて日々努力しています。

少数精鋭で小さな巨人に！

久里浜テクノパーク工場

〒 239-0832
横須賀市神明町 1-52　☎ 046-838-5620　FAX 046-838-5622
URL http://www.shibagiken.co.jp/japanese/index.html
代表取締役社長　福島　洋一

　　　　　◆◆◆◆◆ 新会員紹介 ◆◆◆◆◆　
【法人会員】　
　✿有限会社　横須賀設備工業所　代表取締役　生松　努（横須賀市鴨居１− 22 − 15)
　✿株式会社　鶴若防災　鶴若　行夫（横須賀市岩戸４− 22 −８）
　✿ ANA テック株式会社　代表取締役　安藤　準一（横須賀市内川１−７− 23）

【個人会員】
　✿武藤　武男（キャノン M・J 株式会社 OB）
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人人人人人　　　　　　　　　　　副 理 事 長 　浜田　徹　さん

先見性にとみ社会貢献の志にもえる

　　　　　　　　　21 世紀かながわ円卓会議に出席して

開催日　　：　平成 21 年 3 月 20 日（金）− 21 日（土） 　　　　　

開催場所　：　湘南国際村センター・国際会議場　（神奈川県葉山町）

主催　　　：　財団法人かながわ国際交流財団　　　　　　　　　　

　都市と地域の未来を拓く　〜まちづくり・ものづくり・ひとづくり〜　を副題とするこの会議は、日本の “ ダ
ボス会議 ” を自称する会議です。2000 年を第 1 回としてグローバリゼーションの諸問題を取り上げてきました
が、今回は「新しい都市と地域」をトータルテーマに掲げたシリーズの第 1 回でした。
　円卓のメンバーは、大学の研究者を中心に、自治体首長、マスコミ、実務家そして市民が集いました。始まり
は神野直彦東大教授の学説、岡部明子千葉大学准教授の海外事例研究等に終始しましたので、それが日本の現状
とどう関わるのか理解するのに最後まで苦労しました。
　村山裕三同志社大学教授の「京都の職人文化の伝統とテクノロジーを融合させて現在の知恵産業を興す可能性」
の討議のあたりから興味がわいてきました。
　自治体からは、野呂昭彦三重県知事が 2 日間の全日程に参加され、「地域を拓く文化力」の講演と意見交換を
積極的に行われたことに三重県が地方自治体として取り組む意気込みを感じました。野呂知事は衆議院議員と松
阪市長を経験の上で、三重県政を担うことになったのでトップダウンのビジョンを実現する好例と思いました。
　身近かなところでは神奈川県の露木順一開成町々長も現役首長としての実例を紹介されていました。江戸時代
の知恵をもう一度見直すべきとの提言には我が意を得た思いでした。ちなみに戦前の小学校によく見られた銅像
の二宮金次郎（尊徳）は開成町の近くの生まれで江戸時代末期の人です。飽食に慣れ過ぎた現代人は、尊徳の知
恵に学ぶことも大事ではないかということでした。　２回目はどんなセミナーになるか楽しみです。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀家彰生・記）

❖ ❖ ❖ ❖

　いつも背筋をピンと張って一キロ先をも見通している

かのように歩いています。それもその筈ガラス会社の社

長です。見通すじちはお家芸？でした。モットーは「信

念と誠心誠意」だとおっしゃるだけあって真面目が街を

あるいているような方です。

　横須賀で最初の自動車ガラス専門会社「湘南安全ガラ

ス」を設立したのが 37 年前。その後、趣味のヨットを生

かしてヨットの生産会社、さらに沖縄観光船の建造から、

サイパン島観光事業等を手掛けられ、北マリアナ諸島連

邦政府から “ 親善大使 ” の称号を授与されました。

　創業者が経験する数々の修羅場をくぐり抜け事業に落

着きが出て来た 50 代の半ばに、人脈や視野を広げるため

もあって、世界的な組織のライオンズクラブに入会、本

部役員等の要職につかれ、地域社会の活性化・発展に広

く活躍されています。「奉仕せよ、が基本のこのクラブは

お金は多少かかるがチャンスがあれば若い内に入った方

が良い」と、社会に媚びずに生きる大人の知恵袋をご披露。

最近ではわが研究会の副理事長を引き受け、会の発展に

向けて積極的な提案をされています。

　生まれも育ちも父親代から横須賀大津、生粋の横須賀

人です。小学校の時に始めた剣道は、逗子開成中学の頃

には三浦半島大会では諸先輩を破り優勝するという剣豪

でもあり、“ いじめっこのワル ” から生徒達を守る正義の

味方として、いつも一目おかれた存在でした。

　 “ 夢 ” は社会への奉仕をさらに充実させ、社会福祉関連

事業への展開も考えたいとか。仕事と趣味がバランス良

く出会い、時代を紡ぐ実践型。

　最後に後輩へ一言。「権利の主張ばかりでなく、信頼感

を持って物事に執着して欲しい」とチョッピリ辛口のお

言葉を頂きました。

　三女に恵まれた明るく暖かい家庭と、ゴルフ・剣道・

ヨット等、多彩な趣味をお持ちの魅力的なお人柄にます

ます磨きがかかり、今後のご活躍が期待されます。

　　　　　　　　　　　　　　（取材記事　赤羽孝之）
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地域社会の未来を拓くクラスター

設立五周年記念行事を終えて

　当研究会が特定非営利活動法人としての認定を受け
て以来、5 周年を迎えました。その間の交流及び支援
活動は年を追って地域の皆さま方のご理解をいただく
ようになり、知名度の向上を肌で感じております。　
さて、このたびの 5 周年記念行事は日頃の交流や支
援に感謝するだけでなく、地域経済活性化のための情
報発信として、また、行政や研究機関、大学企業間相
互の人的交流、その有機的な連携にありました。
　ご講演をいただきましたのは、神奈川県商工労働副
部長の菅沼敏文氏と湘南信用金庫会長の服部真司氏の
お二人です。いずれも、異なった立場からの切り口で、
地域経済活性化に結びつくもので、興味深いものでし
た。お二人のお話の内容をかいつまんでお伝えします。
✿菅沼　敏文氏（神奈川県商工労働副部長）
　県民生活の安定化対策として、緊急の雇用確保から
就職支援、生活支援、中小個別企業支援対策と幅広い
セーフティーネットなどのお話があり、国の追加経済
対策の二次補正予算まで絡むものでした。
✿服部　真司氏（湘南信用金庫会長）
　現下の不況にあえぐ中小企業の実態を長期にわたる
景況判断から分析、今回の経済危機の楽観視を戒めら
れた上で、次のような提言をされました。

・企業は従業員を大事にして地域に貢献しないと繁栄
は期待できない。
・今までの仕事に固執しないで、娘や息子が喜んで引
き継ぐような事業に転換を図ること。
・情報収集に励み、人脈を大切にして義理人情をない
がしろにしない社会を志向すること。
　そのあと行われた懇親会では、広い会場がちょうど
埋まるほどの盛況さで、産官学の皆さまが一堂に集ま
り、名刺交換や現況下での仕事のあり方、これからの
経済動向、趣味のお話しから目の前の御馳走に至るま
で多様な話題が飛び交う賑やかな、まさに懇親の場と
なりました。横須賀市長や県会議員の方々からのご挨
拶に加えて、横浜市等からの祝電、横浜事業会員、法
人会員の皆さま方からも自己紹介を兼ねてユーモアを
交えたご挨拶があり、大変盛り上がりました。
　交流の場がさらに広がって、皆さまのお役にたつよ
うになれば幸いです。　　　　　　　（野村　徹）




